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要請の趣旨 

 

 １ ＨＰＶワクチンの接種の積極的勧奨を再開した後の副反応疑い報告の実数が明らか

に増加していることを踏まえて、個別症例の実態調査を行って下さい。 

 

 ２ 厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会および薬事審議会医薬品

等安全対策部会安全対策調査会（以下、合わせて「副反応検討部会」といいます）に

おいてＨＰＶワクチンの接種状況及び副反応疑い報告の推移を監視する際に、副反応

の発症時期と施設納入時期が対応しないＨＰＶワクチン副反応疑い報告の割合のグラ

フ（以下「割合グラフ」といいます）を提示することは、副反応被害の実態と全く関

係のない情報ですので、その提示を撤回して下さい。 

 

要請の理由 

 

 １ ＨＰＶワクチン副反応疑い報告の推移に関する厚生労働省の説明状況 

 

   ２０２２年４月にＨＰＶワクチンの積極的接種勧奨が再開された後の同ワクチンの

接種状況及び副反応疑い報告の推移について、厚生労働省は、副反応検討部会に対し

て定期的に報告を行っています。 



2 
 

   例えば、厚生労働省は、本年４月１５日に開催された第１０１回副反応検討部会に

「資料３ ＨＰＶワクチンについて」1を提出し、「ＨＰＶワクチンの接種状況の推移

②」（下記図１）のスライドに基づいて「接種の実数の増加に伴い副反応疑い報告の

実数に関しても多少増えてございますが、一番下のグラフの割合で見ると、特に変化

はなく推移しております。」2と口頭報告を行い、副反応検討部会の各委員からも、図 1

の示す実数の変化等に基づいて副反応被害の増加を懸念する声が上がらないまま、そ

の後も漫然とＨＰＶワクチン接種の積極的勧奨を継続しています。 

 

 
 
  図１ 2024 年 4 月 15 日開催の第 101 回副反応検討部会に厚労省が提示した「割合グラフ」（下段） 

 
 

 ２ 副反応疑い報告の実数が明らかに増大していることを踏まえた追跡調査が急務であ

ること 

 

   しかしながら、副反応疑い報告の実数は、積極的な接種勧奨の再開に伴って明らか

な増加傾向を示しており、製造販売業者からの報告（これらはいずれも重篤症例であ

る）の実数（青実線）も、積極的勧奨が差し控えられた平成 25年 6月当時と同水準に

達しています。 

   このように副反応疑い報告の実数が明らかに増加しているのですから、国は、少な

くとも、そうした報告症例の具体的病状等についての追跡調査を実施し、副反応被害
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の実態を把握した上で、ＨＰＶワクチンの積極的勧奨の継続が許されるか否かを真摯

に検討すべきであることは当然です。 

 

 ３ 非科学的な割合グラフは、ＨＰＶワクチンが安全であるかのような誤った印象をも

たらす有害なものであり、その提示は撤回されるべきであること 

 

 （１）割合グラフの縦軸のスケールは明らかに粗大であり、本来あるべきワクチンの安

全性を評価できるスケールが用いられていないこと 

 

    厚生労働省は、図１の割合グラフを提示し、割合グラフに変化がないことを理由

として、ＨＰＶワクチンの安全性に問題がないかのように説明していますが、この

割合グラフから、ＨＰＶワクチンの安全性を議論することはそもそも不可能です。 

    すなわち、一般に、ワクチン接種による重篤な副反応の割合は、１００万回に１

回から１０回程度、すなわち 0.0001％～0.001％程度であるとされています3。図１

のように、縦軸を 0.00％～2.00％としたような粗大なスケールで割合を提示したと

しても、ＨＰＶワクチンが、一般的なワクチンの重篤副反応の比率を上回っていな

いかどうかを判断することは極めて困難です。 

    実際にＨＰＶワクチンの重篤副反応報告頻度は、他の定期接種ワクチンの 8倍を

超えると指摘されており4、そうした他の定期接種ワクチンとの比較が可能な情報こ

そ、副反応検討部会に提示されるべきです。 

 

 

 （２）割合グラフは副反応の発症時期と施設納入時期が対応しないことを無視したま

ま、「偽のピーク」を提示することによって誤った印象をもたらしていること 

 

    そもそもこの割合グラフは、副反応の発症時期と施設納入時期が対応しないにも

かかわらず、あたかもこれが対応するかのような前提に立脚して作成されていると

いう点で、全く無意味なものとなっています。 

    すなわち、割合グラフは、２ヶ月毎のＨＰＶワクチンの医療施設への納入本数

（施設納入数）を分母とし、その期間における副反応疑い報告数を分子として算出

した割合をグラフ化したものとして作成されています。 

    しかし、施設納入時期は実際に接種に用いられた時期を示すものではない上、Ｈ

ＰＶワクチンによる重篤な副反応として生じる免疫介在性の神経障害の症状は、接

種から１～２ヶ月で発症が確認できるものはむしろ稀であり、接種から数ヶ月以上

後になって重篤な症状を呈することも少なくありません。しかもこうした症状を主

訴として医療機関を受診し、さらには当該医療機関から副反応疑い報告がなされる

までには、さらなるタイムラグが生じています。 

    ＨＰＶワクチンによって生じる重篤な症状に関する副反応疑い報告がなされる時

期は、医療施設への納入時期と対応するものではないにもかかわらず、あたかも接
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種時期と報告時期とが対応するかのような前提に立った割合グラフを用いることに

は、実際の副反応疑い報告の推移を把握する上で、何ら科学的意味を見出すことは

できません。 

    このように、副反応の発症時期と施設納入時期が対応しないという事実を無視し

たまま作成された割合グラフには、２０１５（平成２７）年４月ころから２０１７

（平成２９）年１２月ころにかけて、施設納入本数に対して 0.5～2.0％程度の副反

応疑い報告がなされたとするピークが形成されています（図２）。しかし接種の積

極的勧奨が一旦差し控えられた後の時期にＨＰＶワクチンの副反応被害発生率が急

激に上昇したというような事実はなく、全く実態を反映したものではありません。 

 

 
 
図２ 「割合グラフ」における 2015 年 4 月ころ～2017 年 12 月ころにおける「ピーク」（図１より拡大） 

 

   このように割合グラフ上において、事実を反映しない「ピーク」が形成されている

のは、単に積極的接種勧奨が一旦差し控えられて施設納入本数が激減した時期（図

3）、すなわち割合を計算する際の分母が著しく小さくなった時期に、定期接種化以前

に実施されたＨＰＶワクチン接種緊急促進事業で接種を受けた女性らの重篤な副反応

被害が遅れて報告されたことによるものにすぎません。 

 

 
 
図３ 図２の「ピーク」の時期の施設納入本数の推移（図１より拡大）。割合計算の分母となる施設納入

本数が極端に小さくなったため、図２のように、あたかもこの時期の副反応疑い報告の割合が増大

しているような「偽のピーク」が形成されてしまった。 
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   このような「偽のピーク」が形成された割合グラフを提示することは、現在の副反

応疑いの報告割合が、この「偽のピーク」の時期と比べて著しく低くなっているかの

ような印象をもたらし、積極的接種勧奨再開後に副反応疑い報告の実数が再び増加し

ていることを覆い隠すものとなっており、極めて有害です。 

   このような無意味かつ有害な「割合グラフ」の提示は直ちに撤回されるべきです。 

以上 

 
1 https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001245077.pdf 
 
2 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_39751.html 

 
3第 203回国会衆院厚労委員会における宮坂昌之参考人（大阪大学免疫学フロンティア研究

センター招へい教授）の発言より 

 https://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_kaigiroku.nsf/html/kaigiroku/009720320201117004.htm 
 
4 https://www.hpv-

yakugai.net/app/download/8047532154/%E5%89%AF%E5%8F%8D%E5%BF%9C%E5%A0%B1
%E5%91%8A%E9%A0%BB%E5%BA%A6%E3%81%AE%E6%AF%94%E8%BC%83%EF%BC

%882020%E5%B9%B48%E6%9C%881%E6%97%A5%E5%BC%81%E8%AD%B7%E5%9B%A
3%E4%BD%9C%E6%88%90%EF%BC%89.pdf?t=1629778689 
 

※いずれも最終アクセス日２０２４年９月２日。 

https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001245077.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_39751.html
https://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_kaigiroku.nsf/html/kaigiroku/009720320201117004.htm
https://www.hpv-yakugai.net/app/download/8047532154/%E5%89%AF%E5%8F%8D%E5%BF%9C%E5%A0%B1%E5%91%8A%E9%A0%BB%E5%BA%A6%E3%81%AE%E6%AF%94%E8%BC%83%EF%BC%882020%E5%B9%B48%E6%9C%881%E6%97%A5%E5%BC%81%E8%AD%B7%E5%9B%A3%E4%BD%9C%E6%88%90%EF%BC%89.pdf?t=1629778689
https://www.hpv-yakugai.net/app/download/8047532154/%E5%89%AF%E5%8F%8D%E5%BF%9C%E5%A0%B1%E5%91%8A%E9%A0%BB%E5%BA%A6%E3%81%AE%E6%AF%94%E8%BC%83%EF%BC%882020%E5%B9%B48%E6%9C%881%E6%97%A5%E5%BC%81%E8%AD%B7%E5%9B%A3%E4%BD%9C%E6%88%90%EF%BC%89.pdf?t=1629778689
https://www.hpv-yakugai.net/app/download/8047532154/%E5%89%AF%E5%8F%8D%E5%BF%9C%E5%A0%B1%E5%91%8A%E9%A0%BB%E5%BA%A6%E3%81%AE%E6%AF%94%E8%BC%83%EF%BC%882020%E5%B9%B48%E6%9C%881%E6%97%A5%E5%BC%81%E8%AD%B7%E5%9B%A3%E4%BD%9C%E6%88%90%EF%BC%89.pdf?t=1629778689
https://www.hpv-yakugai.net/app/download/8047532154/%E5%89%AF%E5%8F%8D%E5%BF%9C%E5%A0%B1%E5%91%8A%E9%A0%BB%E5%BA%A6%E3%81%AE%E6%AF%94%E8%BC%83%EF%BC%882020%E5%B9%B48%E6%9C%881%E6%97%A5%E5%BC%81%E8%AD%B7%E5%9B%A3%E4%BD%9C%E6%88%90%EF%BC%89.pdf?t=1629778689
https://www.hpv-yakugai.net/app/download/8047532154/%E5%89%AF%E5%8F%8D%E5%BF%9C%E5%A0%B1%E5%91%8A%E9%A0%BB%E5%BA%A6%E3%81%AE%E6%AF%94%E8%BC%83%EF%BC%882020%E5%B9%B48%E6%9C%881%E6%97%A5%E5%BC%81%E8%AD%B7%E5%9B%A3%E4%BD%9C%E6%88%90%EF%BC%89.pdf?t=1629778689

